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概要 
被験者が音楽を聴いている時の脳波を計測し, 相関

成分分析を行った. 被験者に共通する脳活動成分は, 

被験者の主観評価や楽曲の特徴のどの要因と, どのよ
うな関係性があるのか, 各曲の主成分の値を特徴量と
してクラスタリングを行い検討した. その結果, 各ク
ラスターで, 脳波の第１～３主成分の値, 被験者の主
観評価と曲調について異なる特徴があることが示され
た. したがって, 被験者間で共通する脳活動成分から, 

音楽聴取による被験者の主観評価（好感度, 楽しさ, 聴
取頻度, 覚醒度）や楽曲の特徴（調性, テンポ）に関し
て分類できることが示唆された. 
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1. 目的 

音楽聴取に関わる脳の機能の局在性や経路に関する

研究は多数あり, 島および帯状回, 視床下部, 海馬, 扁

桃体, 前頭前野などの脳領域で特定の経路を活性化す

ることが示されている[1-2]. しかし, 関連する既存の

研究では統一的な見解には至っておらず, どのような

音楽が脳をどのように賦活させるのかは明らかになっ

ていない[3].  

一方, 音楽は, 人の感情, 身体, 人格, 社会的行動, 

信頼性や魅力に影響を与えること[4]や, 様々な感情

（優しさ, 懐かしさ, 平穏, 活力, 喜び）を誘導するた

め, 医療現場ではうつ病の治療や患者の不安やストレ

スを軽減するために用いられている[5]. 

Dmochowskiら[6]による研究では, 20種類のCMを視

聴している時の, 比較的少数（十数名程度）の被験者か

ら得られた脳波の被験者間相関の強さから, CMに対す

る全米の一般大衆の好みを予測できることが報告され

ている. 音楽視聴時の脳波を測定し, 被験者間の相関

成分分析を行うと, 被験者間相関の強さと, 被験者の

主観評価や楽曲の特徴との関係性が明らかになると考

えられる.  

そこで本研究では, 被験者間の脳波相関成分を特徴

量としてクラスター分析を行う. その結果から, 脳活

動と被験者の主観評価や楽曲の特徴には, どのような

関係性があるのか検討する. 

図１ 楽曲リスト（実験で使用した曲の詳細） 
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2. 方法 

2.1. 被験者 

聴覚正常な 17名（女性 7名, 21.4±0.69歳, 平均±標

準偏差）が実験に参加した. 

 

2.2. 音楽刺激 

ビルボードジャパンの2017年のランキングを用い, 1

～100 位の中から 5 位ごと計 21 曲を実験で使用した

（図１）. 各曲必ずサビが入るように62秒に編集し, ラ

ンダム順に被験者に呈示した. 

 

2.3. 手順 

被験者は着席した状態で, 呈示される曲を聴取した. 

各曲聴取後に時間を制限せずに毎回, 好感度を-5～5の

11 段階で回答させて, 次の曲を聴取するようにした. 

全曲の聴取が終了次第, 脳波計測も終了し, 各曲につ

いて評価させるアンケートに移った. アンケートでは, 

もう一度各曲 62秒を聴取しながら, 各曲の好感度・楽

しさ・聴取頻度・覚醒度を-5～5 の 11 段階で評価させ

た. 好感度評価のみ脳波測定時とアンケート回答時で

評価が変化しないか確認するため 2回行った. 

 

2.4. 測定方法 

脳波計(g.USBamp, g.tec, Austria)を用いて, 音楽聴取

時の脳波測定を行った. 測定の電極にはアクティブ電

極を使用した. 計測箇所は国際 10-20法の 30か所

（Fp1, Fpz, Fp2, F7, F3, Fz, F4, F8, FC3, T7, C5, C3, Cz, 

C4, C6, T8, TP7, CP5, CP3, CP4, CP6, TP8, P7, P5, P3, Pz, 

P4, P6, P8, O1, O2）とし, AFzを接地電極, 右耳朶を参

照電極とした. また, 眼球運動を計測するため右眼窩

上下に電極を配し眼電図（EOG）を計測した. サンプ

リング周波数 512 Hzで記録した． 

 

2.5. 分析方法 

脳 波 解 析 に は MATLAB （ The MathWorks, 

Massachusetts, USA）およびMATLAB 上で動作する脳

波解析ソフト（ EEGLAB14.1.1b, Swartz Center for 

Computational Neuroscience, San Diego, USA）を用いて, 

データの周波数帯域を 1~60Hz に限定するようフィル

タリングを行い，50Hzの電源ノイズの低減（Clean Line）

を行った後, 独立成分分析（ICA）を行い, 瞬目による

アーティファクトを除去した. 除去後のデータを用い

て , 相関成分分析  (Correlated Component Analysis: 

CorrCA)とクラスター分析を行った. 

CorrCA は, 被験者間相関が最大になるように, 脳波

データの重みを算出する一種の主成分分析手法である

（図２）[7-9].クラスター分析は, CorrCAで抽出した第

１～３主成分による三次元マップを元に, 全 21曲に対

して k-means法を用いて行った. 

 

 

 

 

3. 結果 

3.1. 脳波の主成分分析 

 CorrCA によって抽出された第１～３主成分の重み

づけマップを図３に示す. これらの主成分は, 全３０

主成分の内, 被験者間で相関の高い上位３主成分であ

り, 被験者間で共通する脳活動成分の重みを示してい

る. 

 

図３ 脳波の主成分トポグラフ（a-c: 第１-３主成分） 

 

3.2. クラスター分析の結果と各クラスターの特徴 

 エルボー法とシルエット分析から, 適切なクラスタ

図２ CorrCA（[9]より引用し一部改変） 
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ー数は３だと判断した. クラスター１は, 第３主成分

の値が特に高い・被験者の聴取頻度が低い・長調の曲が

多いという特徴があった（図４-６, 表１）. クラスター

２は, 第２主成分の値が特に高い・被験者の好感度が高

い・覚醒度が特に高い・比較的テンポの遅いバラード調

の曲が多いという特徴があった. クラスター３は, 第

１主成分の値が特に低い（第２, ３主成分の値も低い）・

被験者の聴取頻度が高い・短調の曲が多いという特徴

があった. なお, 各曲聴取後の好感度の評価の平均値

と, 全曲聴取後の各曲の好感度の評価の平均値は一致

した. 

 

図４ 全 21曲に対する各曲の３成分の値による, クラ

スター分析 

 

図５ 脳活動のクラスターの特徴（∗: 𝑝 < 0.05） 

 

図６ 被験者の評価（好感度, 楽しさ, 聴取頻度, 覚醒

度）の特徴（∗: 𝑝 < 0.05） 

表１ 楽曲のクラスターの特徴（調性, テンポ） 

 

4. 考察 

本研究の結果より, 各クラスターで, 脳活動, 被験者

の評価と楽曲の特徴があることが示された（図４-６, 

表１）. つまり, 脳波の各主成分の値の度合いが類似し

ている結果となった曲同士は, 被験者の主観評価の値

の程度や, 曲調が似ているということが考えられる. 

クラスター１の特徴は, 被験者の聴取頻度が低い・長

調の曲が多いことであり, 第３主成分の値が特に高い

ことが示された. 先行研究では, 長調の曲で多く使わ

れるメジャーの和音は, 左中側頭回に有意な活動を示

すこと[10]が報告されている. よって, 今回の結果は, 

長調の曲を聴取したしたことにより, 第３主成分に顕

著な左中側頭回の活動が活発になったといえる. 

クラスター２の特徴は, 被験者の好感度が高い・覚醒

度が特に高い・比較的テンポの遅いバラード調の曲が

多いことであり, 第２主成分の値が特に高いことが示

された. 先行研究では, 快い音楽を聴取した時は扁桃

体の活動が活発になる[11-12]ことが報告されている. 

また, 感情的な曲を聴取した時に, 右側頭葉の活動が

活発になり, 右前頭葉の活動が抑えられることも報告

されている[13]. よって, 今回の結果は, 第２主成分の

影響が強いことを考えると, 扁桃体の活動に影響を受

ける前頭眼窩野の活動が, 被験者の好感度が高い曲を

聴取したことにより活発になったといえる. また, 被

験者の気分を高揚させる, 感傷的で比較的遅いテンポ

の曲を聴取したことにより, 右側頭葉の活動が活発に

なり, 右前頭葉の活動が抑えられたといえる. 

クラスター３の特徴は, 被験者の聴取頻度が高い・短

調の曲が多いことであり, 第１主成分の値が特に低い

（第２, ３主成分の値も低い）ことが示された. 先行研

究では, 短調の曲で多く使われるマイナーの和音は, 

右線条体に有意な活動を示すこと[10]や, メジャーの

和音と比較して, 扁桃体や脳梁膨大後部皮質, 脳幹お

よび小脳の活動が活発になること[14]が報告されてい

る. よって, 今回の結果は, 被験者の聴取頻度は高いが, 

短調の曲を聴取したことにより活動した脳領域は, 脳

波の上位３主成分以外の成分が影響を受けたために, 
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脳波の第１～３主成分の値が低くなったと考えられる. 

以上から, 被験者間で共通する脳活動成分から, 音

楽聴取による被験者の主観評価（好感度, 楽しさ, 聴取

頻度, 覚醒度）や楽曲の特徴（調性, テンポ）に関して

分類できることが示唆された. 

また, 上述のクラスター２の特徴より, 音楽聴取時

の脳活動に表れる無意識的な反応が音楽の好みを表し

ている可能性がある. しかし, 個々人が音楽の好みを

主観的に判断する際には, 音楽聴取時に喚起された無

意識的な感情だけではなく, 好みの音楽ジャンル[15], 

パーソナリティ[16-17], 聴取時の感情や気分[18], 社会

的・文化的背景[19]に影響を受けると考えられる. 今回

は音楽聴取時の被験者で共通した無意識的な反応を解

析することによって, 被験者の主観評価や楽曲の特徴

との関係性を明らかにすることができたが, 今後の研

究では, 個々の被験者が音楽の好みを判断する際の意

識的な認知要因（前述の好みの音楽ジャンル等）につい

ても解析する必要があると考えられる. 
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